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岸和田市市制施行 100 周年記念事業 第２回実行委員会 

会議録（概要） 

会 議 名 岸和田市市制施行 100 周年記念事業 第２回実行委員会 

開 催 日 時 令和３年３月 29 日（月）14：00～15：15 

場 所 岸和田市立福祉総合センター３階大会議室 

出 席 委 員 

永野会長、中井副会長、河合副会長、清水委員（代理）、土井委員、音揃委員、善野委

員、井上委員、楠戸委員、木村委員、笹部委員、根来委員、寺田委員、中川委員、室田

委員、竹代委員、泉本委員、松阪委員、阪田委員、米田委員、梶野委員、平松委員、齊

藤委員、桑畑委員、山本委員、吉田委員、大嶋監事 

計 27名 

欠 席 委 員 
七野委員、今口委員、松村委員、宮口委員、横山委員、谷口監事 

計６名 

関 係 者 原部会長 

事 務 局 西川企画課長、高木担当長、前田担当員、北村担当員、羽室担当員 

会 議 事 項 

１. 開 会 

２. 報 告 

報告第３号 事業部会の実施状況について 

報告第４号 岸和田市市制施行 100 周年記念カウントダウン写真等募集要項（案）について 

報告第５号 岸和田市市制施行 100 周年記念協賛事業（案）について 

３. 議 事 

議案第４号 令和３年度 岸和田市市制施行 100 周年記念事業実行委員会 収支予算（案） 

議案第５号 令和３年度 岸和田市市制施行 100 周年記念事業実行委員会 事業計画（案） 

４. その他 

５. 閉 会 

会 議 内 容 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

永 野 会 長 

 

 

 

 

 

 

１. 開会 

 

岸和田市市制施行 100 周年記念事業第２回実行委員会を開会する。 

本日の出席委員は 33 名中 27名であり、岸和田市市制施行 100 周年記念事業実行委

員会規約第７条第３項に定める、委員の過半数の出席があるため、本会議が成立して

いることを報告する。 

会議の主宰を規約第７条第１項により、会長が務めることとなっているので、実行

委員会会長である永野市長に司会進行をお願いする。 

100 周年は、岸和田市民の皆様と岸和田の 100 年の歴史を振り返り、また、今生まれ

たばかりの子どもたちが将来大人になったときに、誇れるようなまちにしていきたい。 

そのための取組を実行委員会で語り合い、そのような市民の動きをつくっていくの

が今回の趣旨である。 

我々自身がやることも大切ではあるが、市民の皆さん一人ひとりが 100 周年である

ことを見つめ、自ら取り組んでいくということを喚起するための取組であるというこ

とをご理解いただきたい。 
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永 野 会 長 

 

 

 

原 部 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

竹 代 委 員 

 

事 務 局 

 

永 野 会 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

笹 部 委 員 

設立総会及び第１回実行委員会については、新型コロナウイルスの影響もあり、書

面にて開催させていただいた。 

対面での実行委員会の開催は本日が第１回目の開催となるため、実行委員の皆様及

び事務局から簡単に自己紹介をお願いしたい。 

 

≪委員及び事務局自己紹介≫ 

 

２. 報告 

 

報告は３件。 

報告第３号から報告第５号については、関連するため一括して報告を行う。 

本日は、事業部会の部会長であり、岸和田商工会議所の専務理事、原様にお越しい

ただいているので、部会長よりご説明いただく。 

事業部会においては、昨年から書面会議を２回、対面会議を１回開催した。 

書面においても多くのご意見を頂戴し、事業の方向性がまとまったので、現時点で

の報告をさせていただく。 

まず、令和３年度に実施するプレ事業については、100 周年の周知という観点から、

市民や各団体も多く参加できるカウントダウン事業に決定した。 

次に、実行委員会では、多くの市民団体等が主催して取り組み、100 周年の趣旨に沿

うものについて、協賛等を通じた支援を行う「協賛事業」の募集も予定していること

から、協賛事業の募集方法等についても議論を進めているところである。 

詳細については、事務局から説明する。 

 

≪報告第３号「事業部会の実施状況について」≫ 

≪報告第４号「岸和田市市制施行 100 周年記念カウントダウン写真等募集要項（案）」≫ 

≪報告第５号「岸和田市市制施行 100 周年記念協賛事業（案）について」≫ 

資料に基づき説明。 

説明後、質疑応答。 

 

青少年指導員協議会としても、令和４年が 60 周年であり、事業の検討を進めている

ところであるが、協賛事業の対象になるのか。 

現状の案では、青少年指導員協議会は岸和田市内の団体であるため、応募資格には

該当する。 

本日集まっている団体も実行委員会に入っているからといって遠慮するのではな

く、積極的に応募していただきたいという認識で良いか。 

お見込みのとおりである。しかし、後年度であり、予算の関係もあるため、事業部

会の部会員の皆様と協力し、事業の選定等を行っていきたいと考えている。 

また、現在ご質問のあった青少年指導員協議会の他にも、自己紹介の際に、団体と

して〇周年というご紹介もいただいている。そのような団体についても事前にご相談

いただきたい。また、その他の団体についても、現在検討している事業があればご相

談いただければと思う。 

例年行っている事業については、事業名の前に「岸和田市市制施行 100 周年記念事

業」を付ける「冠事業」もあるため、このあたりもご相談いただければありがたい。 

「協賛事業」と「冠事業」の違いは、補助金が出るかどうかの違いであるという認



3 

 

 

事 務 局 

 

 

 

楠 戸 委 員 

 

事 務 局 

 

楠 戸 委 員 

 

 

米 田 委 員 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

大 嶋 監 事 

事 務 局 

 

 

永 野 会 長 

事 務 局 

 

 

笹 部 委 員 

 

 

事 務 局 

 

楠 戸 委 員 

 

事 務 局 

 

永 野 会 長 

 

 

 

 

識で良いか。 

「協賛事業」は市から一定額の補助金を交付し、実施していただく事業である。一

方で、「冠事業」は補助金の交付はないが、のぼり旗等の貸し出しを予定している。そ

れらの記念グッズを活用しながら例年実施している事業に花を添えて盛り上げていた

だければと考えている。 

カウントダウン事業について、全市的な盛り上がりが必要かと思うが、応募に関し

て、市内全域から参加してもらえるように参加者のバランスをとることは可能か。 

募集の上限が 300 であり、先着順であるため、そのあたりを調整することは難しい

かと考える。 

要望になるが、岸和田市は、海から山まで広く市域を持っている市であるため、多

くの町から市民の皆さんがカウントダウン事業に参加できるようなシステムの構築を

検討していただきたい。 

当社（株式会社テレビ岸和田）は、岸和田市の約４分の３の世帯に観ていただける

コミュニティチャンネルがある。そこで、例えば、番組を設け、事務局の方に来てい

ただき、カウントダウン事業や協賛事業の募集についてアピールをしていただくこと

が可能かと考える。掲載媒体の「ホームページ等」の「等」の部分に私どもの番組や私

どもが発信するインフラを使った情報発信を検討していただきたい。 

私どもも御社（株式会社テレビ岸和田）には是非ともご協力賜りたいと思っている。

例えば、毎週金曜日に「５じやん！」という番組があるが、100 周年記念事業が始まる

頃に、週末に実施するイベントを告知するコーナーをお願いできればありがたいと思

っている。また、「５じやん！」に出演されている MCの方々にもカウントダウン事業

にもご協力いただければと思う。 

協賛事業についても先着順となるのか。 

現時点では先着順というようなことは考えていないが、この点についても事業部会

にて議論を重ねてまいりたいと考えている。しかし、当然ながら予算が必要となるた

め、上限があるということはご理解いただきたい。 

予算はどれぐらいを考えているのか。 

周年事業は他市でも行っており、協賛事業についても実施している自治体がある。

そのような他市事例を参考に、人口規模等勘案した結果、本市では、1,500 万円前後で

予算要求ができればと考えている。このあたりも事業部会にて議論を進めていく。 

冠事業については、令和４年度（100 周年に値する年度）に実施する事業においての

ことかと思うが、令和４年度に実施することが決まっている事業については、事務局

に事前に相談に伺うことは可能か。 

冠事業については、ご相談時点での回答になるかと思うが、対応することは可能で

ある。 

他市におけるカウントダウン事業では、メッセージを受け付けているところもある

かと思うが、本市では受け付けないのか。 

メッセージについては、写真の中に入れていただくご案内を予定している。また、

他市との違いとしては、動画（20秒程度）の募集も予定している。 

たくさんのご意見いただき、感謝申し上げる。 

先ほども申し上げたが、実行委員会に所属しているということで遠慮せずに、自身

の所属団体が実施する場合をイメージしながら、事業について考え、参加していただ

きたい。その結果、事業における弱点等が見えてきた際は、事務局までご意見やご質

問等お問い合わせいただきたい。 
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永 野 会 長 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

永 野 会 長 

 

 

委 員 一 同 

 

 

永 野 会 長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

永 野 会 長 

 

 

委 員 一 同 

 

 

永 野 会 長 

 

 

 

永 野 会 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

井 上 委 員 

 

委員の皆様の意見を踏まえ、良いものをつくりあげていきたい。 

 

３. 議事 

 

議案は２件。 

まずは、議案第４号「令和３年度 岸和田市市制施行 100 周年記念事業実行委員会 収

支予算（案）」について事務局から説明させていただく。 

 

≪議案第４号「令和３年度 岸和田市市制施行 100 周年記念事業実行委員会 収支予算（案）≫  

資料に基づき説明。 

質疑応答なし。 

 

 議案第４号「令和３年度 岸和田市市制施行 100 周年記念事業実行委員会 収支予算

（案）」について、承認して良いか。 

 

≪拍手≫ 

≪議案第４号「令和３年度 岸和田市市制施行 100 周年記念事業実行委員会 収支予算（案） 承認≫  

 

続いて、議案第５号「令和３年度 岸和田市市制施行 100 周年記念事業実行委員会 事

業計画（案）」について事務局から説明させていただく。 

 

≪議案第５号「令和３年度 岸和田市市制施行 100 周年記念事業実行委員会 事業計画（案）≫  

資料に基づき説明。 

質疑応答なし。 

 

 議案第５号「令和３年度 岸和田市市制施行 100 周年記念事業実行委員会 事業計画

（案）」について、承認して良いか。 

 

≪拍手≫ 

≪議案第５号「令和３年度 岸和田市市制施行 100 周年記念事業実行委員会 事業計画（案） 承認≫  

 

以上で議事はすべて終了とする。 

 

４. その他 

 

 続いて、次第の４「その他」について、事務局から説明をお願いする。 

  

≪「市主催事業について」≫ 

≪「ロゴマークとキャッチフレーズの活用案内チラシ」について≫ 

資料に基づき説明。 

説明後、質疑応答。 

 

 市主催事業について、70 周年記念事業時に、中央公園にタイムカプセルを埋め、100

周年記念事業時に開封することとなっていたかと思うが、どうなっているのか。 
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永 野 会 長 

 

 

井 上 委 員 

 

 

永 野 会 長 

 

 

 

笹 部 委 員 

 

永 野 会 長 

 

 

 

 

 

 

中井副会長 

 

 

 

 

齊 藤 委 員 

 

 

 

 

 

 

永 野 会 長 

 

 

楠 戸 委 員 

また、姉妹都市締結事業について、国内、国外のどちらの都市か。もしくは両方を

予定しているのか伺いたい。 

タイムカプセルの件については、100 周年記念事業時に開封するということを事務

局も承知している。開封のタイミングについては、例えば、ばらサミット開催時にセ

レモニーを行うなどを検討している。詳細は未定であるため明言することはできない

が、決まり次第ご報告させていただく。 

姉妹都市締結事業については、担当課から、フランスとの姉妹都市の締結を行うと

聞いている。もう一点、国内との姉妹都市締結という質問もあったが、その点につい

ては、現在担当課から話は聞いていない。 

フランスとの姉妹都市締結の件については、これまでに何度も在京都フランス総領

事館を訪ねている。フランスと交流することで、フランスからの観光客を増やし、将

来的にはヨーロッパ全体からそういった流れを作りたいと考えている。 

姉妹都市については、フランスに絞っているということだが、災害時における連携

などを考え、国内の都市との連携も重要かと思う。周年事業をきっかけに他にもその

ような働きかけをしてもらえればと思う。 

災害対策や産業振興という点で、100 周年記念事業としては「フランス」とお答えし

たが、私自身、海外のいくつかの国と災害時における支援物資の連携を模索している。

現在国内では、小田原市や青年市長会における付き合いを行っている。今後も国内の

市町村間での連携も取れるように努めていく。 

コロナ禍であり、フランスとの姉妹都市の締結は可能であるのか不安である。この

時期に行う意義と理由付けが必要かと思う。 

コロナについては、世界的な問題となっているが、以前、日本でマスクが不足して

いたときに、ベトナムからマスクをいただいたことがあった。 

国内での流通網は整備されてきており、現在では、災害などの危機に備えるために、

国外の都市と連携する事例が増えている。国際的に様々な都市と繋がっていくことは、

市民の安全にも繋がると認識をしている。 

文化的な面や安全保障の面からもアジアやヨーロッパの都市と連携を取ることが重

要であると考えている。 

姉妹都市締結については、以前から様々な都市との連携の可能性を模索してきた。 

様々な意見があるかと思うが、ヨーロッパとの連携は今まで事例がないため、取り

組む価値はあるかと思う。 

また、「アフターコロナ」という言葉もあるので、「100 周年」という一つのきっか

けで、新しいことに取り組むことも重要かと思う。 

文化事業協会のことではあるが、自泉会館ではクラシックが盛んに行われており、

フランスと言うと、クラシック音楽では大変身近な存在である。 

また、フランスへの留学生も多く、フランスは留学生に対して大変温かいと伺って

いる。 

コロナ禍ではあるが、リモートでフランスの方の音楽を聴いたり、世界中の方の音

楽を聴いたりしているので、今後、そのような動きが広がってくるのであれば、フラ

ンスと連携するのは良いことかと思う。 

100 周年を記念し、フランスとお付き合いを始めるということ自体は、オンラインで

も行うことができる。 

そのきっかけを我々の 100 周年記念事業として実施できれば良いかと思う。 

市主催事業について、資料を拝見した中では「海」というワードが出てきていない。 
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事 務 局 

臨海部に関して記念事業があってしかるべきかと思う。 

今後も検討されるかと思うので、よろしくお願いしたい。 

今回挙げている計 11 事業は、令和２年度時点のものである。令和３年度に入っても

企画課が中心となり、各課へのヒアリング等々を行い、より一層事業の充実を図って

まいるので、ご理解いただきたい。 

記念式典も実施されるかと思うが、いつ頃を予定されているか。 

岸和田市の誕生日（100 周年記念日）が 11月１日となっているため、11月１日を一

つの目安として、記念式典を行いたいと考えているが、平日にあたるので、前後の土

日も含め検討している。 

市主催事業については、良く考えられているかと思う。『中学生議会』開催事業な

どの未来を担う次世代を巻き込んだ記念事業をしていただくというのが希望である。 

100 周年で一つのスパンが過ぎ、次なる 100 周年へ向け、未来を担う次世代を巻き

込んだ事業をもう一つでも入れていただければ大変ありがたい。 

岸和田市にはお城があるので、お城同士の都市の連携や事業などができればおもし

ろいかと思う。だんじり祭も良いが、そういった文化的な面も PR できればいいかと思

う。 

100 周年記念事業とは別にはなるが、本市では、「大阪・尼崎・岸和田 三城同盟 

参城キャンペーン」の実施も予定している。そういったところからも 100 周年記念事

業に繋げることができるネタもあるかと思う。 

また、本市は、全国城郭管理者協議会にも属しているので、事業のご相談もできる

かと思う。担当課に申し伝えておく。 

お城については、令和３年第１回定例市議会にてお城のあり方を検討するための予

算をご議決いただいた。その中においても多くの事業が考えられるかと思う。 

 

５. 閉会 

  

 様々なご意見を頂戴し、感謝申し上げる。 

本実行委員会は、市民を巻き込むための委員会であるので、皆さん自身がプレーヤ

ーになり、考え行動していただき、意見も多く出していただきたい。 

議論を重ね、方向性が固まれば、足並みを揃え事業を進めていきたい。 

周年事業の成功が岸和田市の誇りや目に見えないものを高めるだけではなく、人と

人との繋がりや協働をたくさん生み、まち自身の経済的・人的・文化的なエネルギー

が向上する。 

それらを目標に、積極的に事業に参画していただきたい。 

今後ともよろしくお願いしたい。 

  

≪事務連絡≫ 

 

≪記念撮影～解散≫ 

 


